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図１８ ワクチンの今後の応用への期待 
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         [がん、感染症の免疫療法の将来動向」から引用 

 

４． ワクチンの将来需要の期待のまとめ 

(1) 新興感染症等の脅威に対する認識が深まる中、危機管理の一環として、ワクチ

ンへの期待が高まっている。また、従来の治療法よりも医学的にワクチンによ

る予防の方が望ましいとされる領域に対応して開発努力がなされているワク

チンもある。 

• 新興感染症等に対する危機管理の手段として、具体的には、新型インフルエンザ

を含むインフルエンザ、ウエストナイル熱、SARS 等 

• これまでの人類の感染症との戦いにおいて未だ治療法が見出されていない感染症

やワクチンによる制御が望ましい疾病、具体的には、ＨＩＶ、ＨＣＶ、マラリア、

ウイルス性出血熱等 

(2) 研究開発の進展とともに、従来のワクチンの主たる対象である小児の領域を超

えて、思春期、青年期、成人期、老人期の領域にもワクチンの使用の可能性が

広がりつつある。また、外国では使用されているが日本では使用されていない

新ワクチン、混合ワクチン、改良ワクチンの中には、日本国内での開発及び日

本市場への導入すべきものが相当数あると言われている。 

• よりよい医療を提供するため、ＨＰＶ、帯状疱疹、ロタウイルス等のワクチンに


